
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
八
峰
町
長
を
務
め
て
か
ら
２
年

目
の
新
年
を
迎
え
、
元
気
な
八
峰

町
の
実
現
に
向
け
、
急
速
に
進
む

人
口
減
少
や
極
端
な
高
齢
化
・
少

子
化
と
い
う
基
本
問
題
に
立
ち
向

か
う
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、
全
国
的

に
は
長
期
間
停
電
等
の
台
風
15
号

や
阿
武
隈
川
の
堤
防
決
壊
等
の
台

風
19
号
、
そ
の
後
片
付
け
が
終
わ

っ
て
い
な
い
う
ち
の
豪
雨
な
ど
、

災
害
面
で
記
憶
と
記
録
に
残
る
年

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い

八
峰
町
で
は
大
き
な
被
害
が
な
か

っ
た
も
の
の
、
先
月
に
発
生
し
た

大
停
電
で
は
真
夜
中
の
情
報
周
知

や
厳
寒
期
の
住
民
避
難
の
あ
り
方

な
ど
の
難
し
い
判
断
を
経
験
し
ま

し
た
。
ま
た
稲
作
で
は
作
況
指
数

「
１
０
４
」
の
や
や
良
と
な
っ
た

も
の
の
、
野
菜
類
は
高
温
少
雨
に

よ
る
大
幅
な
減
収
と
厳
し
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
季
節
ハ
タ
ハ
タ

漁
で
は
漁
獲
枠
77
ト
ン
に
対
し
１

３
０
ト
ン
を
超
え
る
水
揚
げ
が
あ

り
、
久
し
振
り
に
漁
師
町
、
八
森

地
域
に
元
気
な
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
人
身
事
故
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
異
常
と
思
え
る
ほ

ど
の
熊
の
出
没
へ
の
対
応
な
ど
に

追
わ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
ま
も
な
く
令
和
２
年
度

の
予
算
編
成
が
始
ま
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
結
婚
、
出
産
か
ら
育
児

ま
で
の
若
者
支
援
、
自
分
の
ふ
る

さ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
育
成
、
後
継
者
確
保

対
策
や
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り

な
ど
農
林
漁
業
の
持
続
的
な
発
展
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
元
気
な
高
齢

者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
障
害
が

あ
っ
て
も
認
知
症
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
や
住
宅
新
築

支
援
、
峰
浜
地
区
統
合
子
ど
も
園

の
開
園
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
事
業
の
推
進
、
増
え
続
け
る

空
き
家
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
た

「
空
き
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定

と
将
来
的
に
危
険
に
な
る
空
き
家

等
の
除
却
支
援
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ

10
億
円
産
地
の
実
現
や
地
元
産
ナ

ラ
材
を
使
っ
た
菌
床
ブ
ロ
ッ
ク
の

製
造
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
確

保
に
向
け
た
新
た
な
交
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
健
康
教
室
や
介
護
予

防
教
室
の
積
極
的
な
開
催
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
が
皆
様
と
ご

家
族
に
と
っ
て
健
康
で
輝
か
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

2020年の新春を迎えて
八峰町長  森 田  新一郎

　
１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、

町
内
16
分
団
の
団
員
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
秋
田
銀
行
八
森
支
店

前
で
分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受

け
た
後
、
八
峰
町
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
式

典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
な
ど
に

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
、
本
団
の
副
団
長
、
笹
村
清
幸
さ
ん
が
感

謝
の
意
を
述
べ
、
今
後
も
郷
土
愛
の
精
神
で
、

地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

●
秋
田
県
知
事
表
彰

【
有
功
章
】

本
　
　
団
　
　
副 

団 

長
　
笹
村
　
清
幸
　

第
６
分
団
　
　
副
分
団
長
　
金
平
　
正
宏
　

第
13
分
団
　
　
副
分
団
長
　
山
本
　
美
三

【
永
年
勤
続
功
労
章（
40
年
以
上
）】

本
　
　
団
　
　
団
　
　
長
　
本
多
　
健

【
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
　
団
　
　
員
　
鈴
木
　
清
美

【
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
　
分 

団 

長
　
鈴
木
　
英
実

第
７
分
団
　
　
班
　
　
長
　
神
馬
　
秋
雄

第
９
分
団
　
　
班
　
　
長
　
本
庄
　
尚
哉

【
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
）】

第
１
分
団
　
　
副
分
団
長
　
菊
地
　
幹
也

第
６
分
団
　
　
班
　
　
長
　
金
平
　
政
已

第
10
分
団
　
　
班
　
　
長
　
堀
内
　
一
美

第
10
分
団
　
　
団
　
　
員
　
山
内
　
則
彦

第
10
分
団
　
　
団
　
　
員
　
工
藤
　
善
美

第
14
分
団
　
　
班
　
　
長
　
工
藤
　
昭
人

【
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
）】

本
部
分
団
　
　
班
　
　
長
　
堀
内
　
和
人

第
１
分
団
　
　
班
　
　
長
　
阿
部
　
巧

第
６
分
団
　
　
団
　
　
員
　
今
井
　
克
典

第
８
分
団
　
　
班
　
　
長
　
藤
嶋
　
誠

第
８
分
団
　
　
班
　
　
長
　
佐
藤
　
正
孝

第
12
分
団
　
　
班
　
　
長
　
山
本
　
実

第
13
分
団
　
　
班
　
　
長
　
藤
田
　
章

第
14
分
団
　
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
学

第
15
分
団
　
　
団
　
　
員
　
腰
山
　
恭
弘

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
勤
続
章（
10
年
勤
続
）】

第
１
分
団
　
　
団
　
　
員
　
菊
谷
　
和
春
　

第
１
分
団
　
　
団
　
　
員
　
笹
本
　
忠
継

第
２
分
団
　
　
班
　
　
長
　
大
高
　
哲
錠

第
３
分
団
　
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
靖
智
　

第
３
分
団
　
　
団
　
　
員
　
伊
藤
　
清
孝

第
４
分
団
　
　
団
　
　
員
　
田
崎
　
照
俊

第
10
分
団
　
　
団
　
　
員
　
渡
邊
　
雅
俊

第
14
分
団
　
　
班
　
　
長
　
木
村
　
務

第
14
分
団
　
　
団
　
　
員
　
藤
田
　
久
幸

第
15
分
団
　
　
班
　
　
長
　
髙
橋
　
功

●
秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

【
勤
続
章（
７
年
以
上
）】

第
２
分
団
　
　
団
　
　
員
　
内
藤
　
悟

第
２
分
団
　
　
団
　
　
員
　
小
林
　
純
一

第
14
分
団
　
　
団
　
　
員
　
安
井
　
卓
美

●
八
峰
町
長
表
彰

【
５
年
精
勤
章
】

第
１
分
団
　
　
団
　
員
　
　
後
藤
　
晋
哉

第
５
分
団
　
　
団
　
員
　
　
芳
平
　
裕
太

第
５
分
団
　
　
団
　
員
　
　
高
木
　
龍
治

第
７
分
団
　
　
団
　
員
　
　
本
多
　
将
紀

第
７
分
団
　
　
団
　
員
　
　
本
多
　
大
輔

第
８
分
団
　
　
団
　
員
　
　
武
田
　
晴
美

第
13
分
団
　
　
団
　
員
　
　
山
本
　
太
志

第
14
分
団
　
　
団
　
員
　
　
平
川
　
和
人

第
15
分
団
　
　
団
　
員
　
　
菊
地
　
文
仁

【
３
年
精
勤
章
】

第
１
分
団
　
　
団
　
員
　
　
武
内
　
健
一

第
７
分
団
　
　
団
　
員
　
　
白
鳥
　
潤

第
13
分
団
　
　
団
　
員
　
　
日
沼
　
涼

第
13
分
団
　
　
団
　
員
　
　
日
沼
　
久
人

第
15
分
団
　
　
団
　
員
　
　
渡
部
　
正
寛

●
少
年
警
火
団
に
対
す
る
記
念
品
授
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
感
謝
の
言
葉

峰
浜
小
学
校
区
　
　
峰
浜
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
区
　
　
八
森
小
学
校
警
火
団

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

八
峰
町
消
防
出
初
式
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